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●
原
産
地
＝
日
本

●
多
く
出
回
る
時
期

＝
秋
〜
冬

●
主
な
産
地
＝
和
歌

山
、
愛
媛
、
静
岡

●
み
か
ん
に
は
「
有

田
み
か
ん
」
や
「
愛

媛
み
か
ん
」
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
み

な
「
温
州
み
か
ん
」

で
す
。
温
州
み
か
ん

は
、
４
０
０
年
ほ
ど

前
に
中
国
か
ら
鹿
児

島
に
伝
わ
っ
た
柑
橘

の
種
か
ら
偶
然
発
生

し
た
品
種
で
、
明
治

か
ら
栽
培
が
本
格
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
紀
州

み
か
ん
」
は
別
種
で
、

古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。

子どもたちを事故から守る

背景写真：フレール
　　西新井中央公園

ま
だ
ま
だ
寒
い
こ
の
頃
で
す
が
、

や
が
て
春
が
来
て
暖
か
く
な
る
と
、

子
ど
も
た
ち
の
行
動
範
囲
も
広
が

り
、
事
故
が
増
え
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
を

事
故
か
ら
守
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。
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平成26年家賃改訂特別措置／退去時の消費税率について／東日本大震災から３年、お便りを──２面
近居促進制度実施中／ＵＲにお友達をご紹介ください──３面

205号

本紙は、皆様とUR都市機構とのパイプ
役として、よりよいコミュニティづくりを
めざしています。

ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
で
、

肌
荒
れ
や
風
邪
予
防
に
効

果
。果
肉
の
袋
に
は
便
秘

改
善
作
用
が
あ
る
ペ
ク
チ

ン
が
多
く
、袋
や
白
い
ス

ジ
に
は
、ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
が

あ
り
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

を
予
防
し
ま
す
。

・
自
転
車
は
車
道
通
行
（
左
側

通
行
）
が
原
則
で
す
。
子
ど
も

（
13
歳
未
満
）
は
歩
道
を
走
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
歩
道
で
は
車
道
寄
り
を
ゆ
っ

く
り
進
み
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者

が
多
い
と
き
は
自
転
車
か
ら
降

り
て
押
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

信
号
に
従
っ
て
い
て
も
、
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
安
全
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。右
折
や
左
折
を
す
る
車
、

無
理
矢
理
交
差
点
に
進
入
し
て
く
る

車
、
歩
行
者
に
気
づ
い
て
い
な
い
車
な

ど
も
あ
り
、
必
ず
右
左
の
安
全
確
認
を

し
て
、
運
転
手
が
自
分
に
気
が
つ
い
て

い
る
か
を
確
認
し
て
か
ら

渡
り
ま
し
ょ
う
。

あ 

が 

さ

亜
雅
沙
所
長

交通事故を防止しましょう

交通事故防止のポイント
❶
横
断
前
に
周
囲
の
安
全
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
！

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
横
断
す
る

と
き
は
、
青
信
号
に
従
っ
て
横
断
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
、
青
信
号
に
変

わ
っ
て
も
す
ぐ
に
渡
ら
ず
、
周
囲
の

安
全
を
確
認
し
て
、
右
左
折
す
る
車

に
注
意
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

❷
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
！

近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
横
断

歩
道
以
外
の
場
所
を
渡
っ
た
り
、
道

路
を
斜
め
に
横
断
す
る
こ
と
は
と
て

も
危
険
で
す
。

❸
危
険
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

駐
車
車
両
の
直
前
・
直
後
や
走
行
車

両
の
直
前
・
直
後
か
ら
道
路
を
横
断

す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

❹
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
は
自
転
車
の
場
合
で
す
が
、
自

転
車
の
交
通
事
故
で
は
、
一
時
停
止

の
標
識
の
あ
る
交
差
点
で
の
飛
出
し

や
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
の
安

全
確
認
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
、
右
左
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

団地内の転落事故を防止しましょう

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う

れ
い
も
ん
ど

礼
主
水
探
偵

踏み台は危険！

青だけど、車は君の方
を見てるかな

◎
住
宅
内
の
腰
高
窓
な
ど
の「
手

す
り
」
の
そ
ば
に
置
か
れ
た
家

具
や
箱
等
を
踏
み
台
に
し
た
り
、

窓
の
敷
居
等
に
登
っ
た
り
し
て
、

転
落
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◎
バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
の
そ

ば
に
幼
児
に
と
っ
て
踏
み
台
と

な
る
物
を
置
く
こ
と
は
転
落
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

※参考資料：警視庁ホームページ　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kotu/kodomo/kodomo01.htm

子
ど
も
の
交
通
人
身
事
故
で
多

い
の
は
、

●
道
路
横
断
中

　

●
自
宅
付
近

●
夕
方
の
時
間
帯

　

●
自
転
車
の
事
故

二
人
乗
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

自宅から半径
500mで多発！

×

う
ん
し
ゅ
う

自転車の事故が増えています！



◆●
14日以上の予告期間

14日以上の予告期間

H26.3 H26.4

● ◆パターン②
【消費税率8％】

パターン③
【消費税率8％】

〔凡例〕　●／契約解除届提出日
　　　　◆／契約解除日
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Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
高
齢
者
世
帯
等
の
方

に
対
し
て
、
居
住
の
安
定
に
配
慮
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
家
賃

改
定
に
伴
う
家
賃
の
上
昇
を
抑
制
す

る
特
別
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
特
別
措
置
で
は
、
低
所
得
の

高
齢
者
・
母
子
・
障
が
い
者
・
子
育

て
及
び
生
活
保
護
世
帯
を
対
象
と
し

て
お
り
ま
す
。
適
用
要
件
に
該
当
さ

れ
る
方
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
継
続
し
て
こ
の
特
別
措
置

の
適
用
を
受
け
て
い
た
だ
く
に
は
、

毎
年
度
、
受
付
期
間
内
に
更
新
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
特
別
措
置
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
が
、
平
成
26
年
度

も
継
続
し
て
特
別
措
置
の
適
用
を
受

け
て
い
た
だ
く
に
は
更
新
申
請
が
必

要
で
す
。
現
在
、
更
新
申
請
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　〔
生
活
保
護
世
帯
と
し
て
特
別
措
置

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
26
年
度
の
生
活
保
護

の
住
宅
扶
助
限
度
額
が
確
認
で
き
次

第
（
平
成
26
年
３
月
中
旬
ご
ろ
）、Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
か
ら
申
請
関
係
書
類
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。〕

●平成２５年度に、この特別措置の適用を受けている方が申請で
　きます。
●更新申請の対象者の方々に郵送しております『家賃改定に伴う
　特別措置適用申請書（更新世帯用）』にご記入の上、必要書類
　を添えて、最寄りの管理サービス事務所または住まいセンター
　等までご申請ください。
●申請期間：
　高齢者・母子・障がい者・子育て世帯の方の受付期間は平成２６
　年２月２８日（金）まで　〔生活保護世帯の方の受付期間は、平
　成２６年３月中旬から平成２６年３月３１日（月）まで〕

―申請手続きはお早めに―
（建替事業に伴う特別措置とは異なりますので、ご注意ください。）

申請手続きに関するお問合せは、お住まいの団地を管理している支社等または住まいセンター等までお問合せください。
※　現在、特別措置の適用を受けていない方のうち、要件を満たしていると思われる方は、管理サービス事務所または住まい
　　センター等までご相談ください。

●平成２６年４月の家賃改定で家賃が引上げとなった方が申請で
　きます。
●管理サービス事務所や住まいセンター等でお渡しする『家賃
　改定に伴う特別措置適用申請書（新規世帯用）』にご記入の上、
　必要書類を添えて、最寄りの管理サービス事務所または住ま
　いセンター等までご申請ください。
●申請期間：
　平成２６年２月１０日（月）から平成２６年６月３０日（月）まで
　※　期間内に申請が出来ない場合はお申し出ください。

■イメージ図

平成26年度家賃改定特別措置（更新申請・新規申請）のご案内平成26年度家賃改定特別措置（更新申請・新規申請）のご案内

東日本大震災から3年、お便りをお寄せください

お
住
ま
い
の
住
宅
の
契
約
を

解
除
し
て
退
去
さ
れ
る
と
き

は
、
14
日
以
上
の
予
告
期
間

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
変
更
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
契
約
解
除
日
が
平
成

26
年
４
月
１
日
以
降
と
な
る

も
の
は
、
修
理
費
負
担
額
に

係
る
消
費
税
相
当
額
を
算
定

す
る
消
費
税
率
は
８
％
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

　ＵＲ賃貸住宅にお住まいの皆さまと被
災された方との心温まる交流やエピソー
ド、 継続している支援、防災について日
頃から行っているちょっとした生活の工
夫や取り組みなど、 団地や個人で行って
いることをお便りでお寄せください。

　お便りには、「被災された方とのエピソードや
日頃から行っている防災の取り組み」のほか 「住
所、氏名、電話番号、性別、年齢」をご記入の上、 
次の宛先までお送りください（平成 26 年 3 月
末日必着）。UR からご連絡の上、UR の広報媒
体に採用させていただいた方には薄謝を進呈い
たします。

〒231-8315　神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 本 町
6-50-1 横浜アイランドタワー 
ＵＲ都市機構  カスタマーコミュニケーション室
広報チーム

※お送りいただいたお便りは、ご返却いたしませんので、
　予めご了承ください。

　平成 23年３月11日に発生した東日本大
震災から 3 年。ＵＲ都市機構は、発生直後か
ら現地に職員を派遣し、応急仮設住宅の建設
支援や避難された方々へのＵＲ賃貸住宅の提
供など復旧活動に取り組みました。また、同
年には、国土交通省からの要請を受け、現地
に体制を整えて、復興計画策定などの支援を
行いました。
　北は岩手県野田村から南は福島県いわき市
までの３県 20市町村で、復興公営住宅の建
設など復興まちづくり支援を行い、現地では
330人の職員が全力で業務を行っています。
復興公営住宅は、15 市町 3054 戸（約
7000人相当分※、平成26年２月１日現在）
を整備し、そのうち４市町 165 戸が完成し
ています。
　※平成22年度国勢調査に基づく１世帯当たりの平均世

　　帯人数から推計

～ UR都市機構は一日も早い東北の
　 復興へ全力で取り組んでいます ～

更新申請手続きについて 新規申請手続きについて

退去時の修理費負担額に係る消費税率について

新地町愛宕東

釜石市花露辺

大槌町屋敷前

大槌町大ケロ

14日以上の予告期間

● ◆パターン①
【消費税率5％】

宛　先
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ご紹介を受けた方が、ＵＲ賃貸住宅へ新規契約・ご入居され
た場合、金券をプレゼントいたします。
　※ お住まいの地域によってプレゼントの内容や適用条件等が異なる　
　    場合がございます。
　　 詳細は、お近くのUR営業窓口までお問い合わせください。

URにお友達をご紹介ください !!

※　割引期間は、入居開始可能日から起算して 5 年間です。入居時には近居が成立すること、親族関係を証　
　　明する書類により確認を行います。なお、近居の相手となる世帯の家賃等支払い状況を確認し、家賃を滞　
　　納している場合は家賃の割引は適用されません。また、毎年 1 月 1 日時点での近居状況を確認し、近居　
　　が成立していない場合には、同年3月31日をもって割引を終了します。
※　一部対象外となる団地や住戸があります。

子育て・高齢者等世帯と支援する親族の世帯の双方が

同一団地、隣接する団地、概ね半径２キロ圏内の団地

のいずれかに近居することとなった場合

新しくご入居いただく世帯の家賃を

５年間５％（※）割引します！！

詳しくはお近くのＵＲ営業窓口へ !!

孫の顔がいつでも見られるし、
万が一の時も安心♪

忙しいときに子供の面倒を
見てもらえて助かるわ♪

お住まいの皆様へ耳寄りなお知らせです !!
お知らせ ①

お知らせ ②

・高齢者（満60歳以上の方）がいる世帯
・子ども (同居する20歳未満の子、妊娠中を含む )がいる世帯
・障がい者 (４級以上の身体障がい又は重度の知的障がい等の
  ある方 ) がいる世帯

・子育て・高齢者等世帯を支援する直系
  血族又は現に扶養義務を負っている
  ３親等内の親族がいる世帯　

子育て・高齢者等世帯 支援世帯
世  

帯  

要  

件

５年間５％割引！
近 居 促 進 制 度 実 施 中 ! !

注 

意 

事 
項

・・・
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ひ
と
味
ち
が
う
魅
力
を
も
っ
た
団
地

を
紹
介
す
る
「
団
地
博
物
誌
」。

今
月
号
は
、Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
＝
団
地

が
も
っ
て
い
る
意
外
な
歴
史
物
語
を

「
物
語
編
」
と
し
て
特
集
し
ま
し
た
。

現
在
の
団
地
が
立
地
し
て
い
る
場
所

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
が
あ
り
、

そ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
土
地
に
ま
つ

わ
る
秘
め
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
と

り
あ
げ
ま
す
。

多
摩
平
の
森
の
ス
ト
ー
ン
牧
師
の
物

語
、
開
墾
で
非
常
な
苦
労
を
し
た
北

総
台
地
の
牧
の
物
語
、
幻
の
プ
ロ
野

球
場
の
物
語
な
ど
、
い
ま
の
私
た
ち

に
は
想
像
も
つ
か
な
い
、
い
ま
に
つ
な
が

る
秘
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。

ＵＲ賃貸住宅についてのお問合せ先

http://sumai.ur-net.go.jp/

ＵＲ賃貸住宅の空き室状況のお問合せは、フリーダイヤルへ。
午前9時30分～午後６時 （定休日 ： なし／年末年始除く）

0120-411-363
インターネットでもお申込みができます。

《24時間受付》

ＵＲ賃貸　申込み 検索

＜物語編＞＜物語編＞

タイトルイラスト ： ひらかわしょうじろう

多摩平の森と、ある牧師の物語（紙芝居モニュメントより）

豊
四
季
台
団
地
な
ど
が
立
地
す

る
豊
四
季
の
地
は
、
広
大
な
北

総
台
地
の
一
角
で
、
こ
の
台
地

上
で
古
代
に
は
農
耕
が
始
ま
っ

た
も
の
の
、
見
渡
す
限
り
の
荒

野
で
し
た
。
奈
良
・
平
安
時
代

に
は
、農
地
の
開
発
が
難
し
か
っ

た
台
地
上
で
は
、
馬
を
飼
育
す

る
牧
場
＝
牧
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
り
再
度

整
備
さ
れ
た
牧
は
、
北
総
台
地

の
西
側
に
は
小
金
牧
、
東
側
に

は
佐
倉
牧
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

明
治
維
新
後
、
こ
の
牧
が
開
墾

さ
れ
ま
す
。
広
大
な
牧
の
開
拓

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
多
く

の
人
た
ち
が
開
墾
を
諦
め
る

中
、
残
さ
れ
た
人
た
ち
の
努
力

に
よ
り
開
墾
は
徐
々
に
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。

入
植
に
際
し
、そ
れ
ま
で
牧
だ
っ

た
開
拓
地
に
は
、
新
た
な
地
名

が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
の

大
正
15
年
（
１
９
２
５
）、
カ
ナ

ダ
人
宣
教
師
・
ス
ト
ー
ン
は
農

村
伝
道
を
実
践
す
る
た
め
日
本

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
、

一
時
カ
ナ
ダ
に
帰
国
し
ま
し
た

が
、
終
戦
の
翌
年
の
昭
和
21
年

に
、
戦
争
で
荒
廃
し
た
日
本
の

復
興
を
胸
に
再
び
来
日
、
農
村

伝
道
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
の

活
動
の
拠
点
を
探
し
て
い
た
ス

ト
ー
ン
牧
師
は
、
昭
和
22
年
の

あ
る
夕
暮
れ
、
カ
ナ
ダ
の
故
郷

を
思
わ
せ
る
美
し
い
森
に
出
会

い
ま
す
。
そ
れ
が
多
摩
平
の
森

で
す
。

そ
し
て
翌
年
こ
こ
に
彼
の
念
願

で
あ
っ
た
「
中
央
農
村
教
化
研

究
所
（
の
ち
の
農
村
伝
道
学

校
）」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
開

所
式
は
教
会
へ
と
続
く
ユ
リ
ノ

キ
並
木
と
満
開
の
サ
ク
ラ
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
ス
ト
ー
ン
牧
師
の

農
村
伝
道
活
動
は
日
本
全
国
へ

と
広
が
り
ま
す
。

昭
和
29
年
、
函
館
で
説
教
を
終

え
青
函
連
絡
船
で
東
京
へ
向
か

お
う
と
し
た
ス
ト
ー
ン
牧
師

は
、
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
事
故
に

匹
敵
す
る
、
死
者
１
１
５
５
名

を
出
し
た
未
曾
有
の
海
難
事
故

「
洞
爺
丸
事
故
」
に
巻
き
込
ま

東京都武蔵野市緑町2-3 
ＪＲ中央本線「三鷹」駅バス8分徒歩1分
総戸数855戸

住み替えるなら→次もＵＲ賃貸住宅

現在の家賃と同額又は低い家賃の住宅に引越し
される場合に限り、本来必要な収入額を確認で
きる書類の提出を省略することができます。

ＵＲ賃貸住宅からＵＲ賃貸住宅に住み替える場合には、
ご契約までに敷金をご準備いただくことなく、入居さ
れる月の日割り家賃と日割り共益費だけで住替えＯＫ。

千葉県柏市  ＵＲ賃貸住宅　
豊四季台／豊四季台第二／
コンフォール柏豊四季台

千葉県柏市豊四季台４ほか ／豊四季台２－１／豊四季台3-1　ＪＲ常磐線・東武野田線「柏」駅徒歩13～20分
又は、バス5分徒歩1分　総戸数＝豊四季台2446戸／豊四季台第二90戸／コンフォール柏豊四季台1212戸

紙芝居でストーン牧師の生涯を紹介

緑が美しい多摩平の森の団地内

横浜市戸塚区 ＵＲ賃貸住宅　コンフォール上倉田
ＪＲ東海道本線・横須賀線、横浜市営地下鉄ブルーライン「戸塚」駅徒歩6分

東京都武蔵野市 ＵＲ賃貸住宅
武蔵野緑町パークタウン

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
「
三
鷹
」
駅
の

北
２
km
に
あ
る
「
武
蔵
野
緑
町

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
の
団
地
案
内

板
（
写
真
下
）
を
見
る
と
、
な

ん
だ
か
丸
っ
こ
い
形
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
昔
、
プ
ロ
野
球

の
大
き
な
球
場
が
あ
っ
た
名
残

り
な
の
で
す
。

当
時
の
住
宅
公
団
（
現
・Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
）
が
こ
こ
に
武
蔵
野

緑
町
団
地
を
建
設
し
た
の
が
昭

和
32
年
。
外
野
の
へ
り
に
沿
っ

て
道
路
が
め
ぐ
り
、
カ
ー
ブ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
団
地
の
前
身
「
武
蔵

野
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
球
場
」（
別

名
：
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
）
は
数

奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
球
場

で
し
た
。

昭
和
26
年
、
戦
後
の
球
場
不
足

を
解
消
し
プ
ロ
野
球
の
運
営
を

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
進
駐
軍
よ
り
返

還
さ
れ
た
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
東
日

北総台地の広大な牧を開墾した歴史

日本で農村伝道を広めた矢先、洞爺丸事故で帰らぬ人に

東京都日野市  ＵＲ賃貸住宅　多摩平の森
東京都日野市多摩平４－６ ほか　ＪＲ中央本線「豊田」駅徒歩１４分　総戸数1528戸

森の中にあるストーン牧師の物語を綴
ったモニュメント（右のとんがり屋根）

現在のコンフォール柏豊四季台の住棟

コンフォール上倉田の住棟群と柏尾川べりの桜

れ
ま
す
。
恐
怖
と
不
安
に
お
の
の

く
乗
客
の
中
で
献
身
的
な
救
助
活

動
を
行
っ
て
い
た
ス
ト
ー
ン
牧
師

は
、
一
人
の
若
者
に
目
を
止
め
ま

す
。

「
あ
な
た
は
私
よ
り
若
い
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
は
あ
な
た
た
ち
若
い

人
が
つ
く
り
あ
げ
る
の
で
す
」

こ
う
言
っ
て
、
自
ら
が
身
に
つ
け

て
い
た
救
命
胴
衣
を
彼
に
ゆ
ず
り

渡
し
、
ス
ト
ー
ン
牧
師
は
52
年
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
の
ち
に
作

家
三
浦
綾
子
氏
に
よ
り
、小
説『
氷

点
』
の
中
に
描
か
れ
、
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

森
の
中
に
は
、
こ
の
物
語
を
表
し

た
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
紹
介
し
ま
す
（
下
図
）。

（
出
典
＝
多
摩
平
の
森
・
説
明
板
）

まき

開
拓
地
が
「
初
富
」、
２
番
目
が

「
二
和
」、
３
番
目
が
「
三
咲
」、

以
下「
豊
四
季
」「
五
香
」「
六
実
」

「
七
栄
」「
八
街
」「
九
美
上
」「
十

倉
」「
十
余
一」「
十
余
ニ
」と
続
き
、

最
後
は
「
十
余
三
」。
そ
の
文
字

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
地
名
は
、
入
植
の
順
番
と
縁

起
の
良
い
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
す
。

成
功
へ
の
願
い
、
新
天
地
へ
の
喜
び
、

将
来
へ
の
希
望
・
・
・
北
総
台
地
の

開
拓
は
、
様
々
な
想
い
が
入
り
混

じ
る
な
か
ス
タ
ー
ト
し
た
大
事
業

で
し
た
。

な
お
、
団
地
が
あ
る
豊
四
季
の
地

は
つ
と
み

ふ
た
わ

み
さ
ぎ

と
よ
し
ぎ

ご
こ
う

む
つ
み

な
な
え

や
ち
ま
た

く
み
あ
げ

と

と
よ
い
ち

と
よ
ふ
た

と 

よ 

み

江戸時代の牧と明治時代の開拓地の地名＝北総中央農業
水利事業所HPの図をもとに作成
（http://www.maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/
kokuei/hokuso/rekishi/04_1.html）

は
、
牧
の
名
残
か
、「
柏
競
馬
場
」

と
し
て
利
用
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、

昭
和
25
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
十
余 

一 

に
あ
た
り
ま
す
。 

（
参
考
資
料
＝
農
水
省
北
総
中
央
農

業
水
利
事
業
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

ア
ド
レ
ス
は
左
上
に
同
じ
）

団
地
西
側
の
柏
尾
川
は
、

そ
の
昔
、
台
風
の
た
び

に
氾
濫
し
、
水
害
が
続

き
ま
し
た
。
当
時
、
団

地
内
に
は
、
ボ
ー
ト
が

何
隻
か
常
備
さ
れ
て
お

り
、
水
害
時
に
は
公
団

職
員
も
こ
の
ボ
ー
ト
で

居
住
者
の
送
迎
を
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
柏
尾
川
周
辺
は

環
境
整
備
が
進
み
、
春

に
は
桜
並
木
が
満
開
と

な
り
壮
観
で
す
。

く
ら本

）
中
央
本
線
三
鷹
駅
北
側
の

中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
跡
地

に
こ
の
球
場
は
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
は
、

26
年
４
月
14
日
に
行
わ
れ
た
東

京
六
大
学
の
春
の
リ
ー
グ
戦
で

初
め
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
（
以

後
５
月
29
日
ま
で
使
用
）。
プ
ロ

野
球
の
こ
け
ら
落
し
は
同
年
５

月
５
日
の
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ（
現

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
）
対
名

古
屋
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
（
現
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
）
戦
、
名
古
屋
対
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
（
巨
人
）
戦
で
し
た
。

し
か
し
、
突
貫
工
事
で
芝
が
根
付

か
ず
、
土
盛
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
突
風
で
砂
塵
が
舞
い
上
が
る

な
ど
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
最
悪
で

選
手
や
観
客
か
ら
は
不
評
で
し
た
。

た
だ
、
球
場
開
き
は
華
や
か
で
、

巨
人
の
川
上
、
青
田
、
名
古
屋
の

西
沢
と
い
っ
た
有
名
選
手
が
超
満

員
の
ス
タ
ン
ド
に
５
０
０
個
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
込

み
、
灰
田
勝

彦
が
「
野
球
小
僧
」
を
歌
っ
て
客
席

を
ま
わ
っ
た
と
か
。
ま
た
、
入
団
２

年
目
の
国
鉄
・
金
田
正
一
投
手
は
こ

こ
で
２
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。

結
局
、
プ
ロ
野
球
で
は
26
年
の
１

シ
ー
ズ
ン
16
試
合
、
東
京
六
大
学

は
19
試
合
、
他
に
夏
の
甲
子
園
の

東
京
予
選
が
31
試
合
行
わ
れ
た
の

み
で
、
運
営
会
社
が
倒
産
。
５
万

人
収
容
の
大
球
場
は
閉
鎖
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

三
鷹
駅
か
ら
球
場
ま
で

延
び
た
「
武
蔵
野
競
技

場
線
」
も
翌
27
年
か
ら

休
止
、
34
年
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
跡
地

は
現
在
、「
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
遊
歩
道
」に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
参
考
資
料
＝
都
市
公

団
社
内
報
掲
載
『
団
地

今
昔
物
語
』、
武
蔵
野

市
刊
『
中
島
飛
行
機
武

蔵
製
作
所
物
語
』）

武蔵野にあった１年限りの幻のプロ野球場

武
蔵
野
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
住
棟
群

▲まさに球場の形になっている
　武蔵野緑町パークタウン

多摩平の森に中央農村教化研究所を開所

ストーン牧師は洞爺丸とともに海に沈みます

多摩平の森
団地配置図

多
摩
平
の
森

１街区

２街区

３街区

多摩平の森
には26種・
３５０本の高
木があり、特
にモミの木
は貴重です

●

●

●

●

●

松戸

船橋

千葉

佐倉

成田

高田台牧

上野牧

中野牧

下野牧

印西牧

油田牧

矢作牧

取香牧

高野牧

内野牧

柳沢牧

小間子牧

利根川

手賀沼

印旛沼

江
戸
川

五香六実

十余一

三咲
二和

十余二

豊四季 九美上

十余三

七栄

十倉
八街

赤字＝小金牧　　緑字＝佐倉牧　　　＝草地

初 富

（参考資料＝都市公団社内報掲載「団地今昔物語」）
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町259
総戸数516戸
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住まい
センター
だより

住まい
センター
だより

預
貯
金
口
座
の
残
高
確
認
を

お
忘
れ
な
く
！

家
賃
等
の
お
支
払
い
は

　
　便
利
な
口
座
振
替
を

　
　
　
　ご
利
用
下
さ
い
！

   

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、
家
賃
等
の

お
支
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
機
構

の
指
定
す
る
銀
行
、
信
用
金
庫
又
は

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
振
替
に
よ
り

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
お
済
み
で
な
い

お
客
様
は
、
団
地
の
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
務
所
又
は
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
等
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

口座振替のお申込みは、金融
機関窓口で受付けています。

住まいセンター等の連絡先一覧

東京都・千葉県・神奈川県・埼玉県・茨城県
にお住まいの方：
日本総合住生活 (株)緊急事故受付センター
0570－002－004又は048－839－0901
宮城県：綜合警備保障 (株)　
022－213－8750
北海道：緊急事故受付センター
011－261－7425

水漏れ・排水詰り・断水・停電などの
緊急事故時の連絡先

新潟県： 新潟県住宅供給公社電話代行サービス　
025－280－1894

北海道（函館地区）：セントラル警備保障株式会社
0138－31－8171

●エムエムエスマンションマネージメントサービス (株 )
　　（北海道函館地区）　
　☎0138-22-5180
　函館市若松町2－5
　明治安田生命函館ビル 6階

●東京東住まいセンター　
   ☎03-5600-0811( 代 )
　墨田区江東橋4-26-5東京トラフィック錦糸町ビル7階

●城北住まいセンター　
   ☎03-3842-4611( 代 )
　台東区東上野5－2－5下谷ビル4階
●東京北住まいセンター　
   ☎03-5954-4611( 代 )
　豊島区西池袋1－11－1メトロポリタンプラザ15階

●東京南住まいセンター　
　☎03-5427-5960( 代 )
　港区芝1－7－17 住友不動産芝ビル3号館1階

●北海道住まいセンター　
　☎011-261-9277
　札幌市中央区北3条西3－1－44
　ヒューリック札幌ビル 5階

●宮城県住宅供給公社　
　☎022-263-0322
　仙台市青葉区上杉1－1－20 ふるさとビル内
　都市機構・公社住宅課、保全課
●新潟県住宅供給公社　
　☎025-285-6111
　新潟市中央区新光町15番地2
　  新潟県公社総合ビル

●千葉西住まいセンター 
   ☎047-474-1191( 代 )
　 船橋市前原西2-12-7 津田沼第一生命ビル３Ｆ
●松戸住まいセンター　
   ☎047-368-3800( 代 )
　 松戸市松戸1307－1　松戸ビル13階
●松戸住まいセンター  茨城分室
   ☎029-853-1365( 代 )
　 茨城県つくば市竹園1－12－2  第 3・ISSEI ビル 2階   
●横浜住まいセンター
　☎045-312-1131
　 横浜市西区北幸1－1－8エキニア横浜7階
●神奈川西住まいセンター
   ☎0466-26-3110
　藤沢市藤沢462日本生命藤沢駅前ビル9階
●横浜南住まいセンター
　☎045-835-0061
　横浜市港南区港南台3－3－1港南台214ビル3階
●東埼玉住まいセンター　
　☎048-941-5311( 代 )
　草加市松原1－1－6　ハーモネスタワー松原3階

●西埼玉住宅管理センター　
　☎049-263-2111( 代 )
　ふじみ野市霞ヶ丘1-2-27-301 ｺｺﾈ上福岡二番館3階

●浦和住まいセンター　
　☎048-885-9471( 代 )
　 さいたま市南区南浦和2－41－5 メゾン大東ビル

総　合　版

（
口
座
振
替
日
は
、
賃
貸
借
契
約

に
定
め
る
支
払
期
日
で
す
。
支

払
期
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌

営
業
日
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
日
が
３
月
31
日
か
つ
休
日
の

場
合
は
、
そ
の
前
営
業
日
で
す
。）

●北多摩住まいセンター　
　☎042-521-1341( 代 )
　立川市曙町2－34－7 ファーレイーストビル10階
●南多摩住まいセンター　
　☎042-373-1711( 代 )
　多摩市永山1－5 ベルブ永山6階601号室

（東京東エリア経営センター）

●千葉住まいセンター　
  ☎043-270-5151( 代 )
　千葉市美浜区高洲４－５－15

（千葉エリア経営センター）

契約解除は1    4日  以上前までに機構までお届けください

賃貸住宅の契約解除(退去)の手続き

１ 

契
約
解
除（
退
去
）の
お

届
け
は
14
日
以
上
前
ま
で
に

　
契
約
を
解
除
す
る
と
き
に

は
、14
日
間
の
予
告
期
間
が
必

要
で
す
。退
去
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、退
去
す
る
日
の
14
日
以

上
前
に「
賃
貸
住
宅
賃
貸
借
契

約
解
除
届
」を
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
務
所（
ま
た
は
管
理
連
絡

員
）に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。予
告

期
間
が
14
日
に
満
た
な
い
場
合

に
は
、解
除
届
提
出
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
14
日
目
が
契
約
解

除
日
と
な
り
ま
す
。な
お
、契

約
解
除
日
以
前
に
退
去
さ
れ
て

も
、契
約
解
除
日
ま
で
の
日
割

賃
貸
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。契
約
解
除
届
を
ご
提

出
い
た
だ
き
ま
す
と
、機
構
で

は
次
の
入
居
者
の
あ
っ
せ
ん
手

続
き
に
入
り
ま
す
の
で
、契
約

解
除
の
取
り
消
し
や
契
約
解
除

日
の
延
期
は
で
き
ま
せ
ん
。余

裕
を
持
って
契
約
解
除
日
を
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

修
理
費
用
の
決
定（
査

定
）

　
退
去
届
を
受
理
い
た
し
ま
す

と
、退
去
日
ま
で
に
機
構
か
ら

住
宅
の
損
耗
の
程
度
の
調
査
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す（
調
査
日

　《参考》家賃等が10万円の場合の割引額　　　　　　※平成26年2月
  一時払い期間　　　　  割引率 　　　　　　割引額 　　　  （１か月当り換算）
　　　１年 　　　0.363％ 　　　　　　2,400円 　　　　   （200円／月）
　　　３年 　　　0.364％ 　 　　　　20,200円 　　　　   （561円／月）
　　　５年 　　　0.365％ 　 　　　　55,400円 　　　　   （923円／月）
　　 10年 　　　0.365％   　　　　218,200円 　　　   （1,818円／月）

③ 一時払い契約期間中に賃貸借契約が解除となった場合には、残りの期間の家賃等はお返し
　 いたします。　　※ただし、返還額については、別途再計算となります。

一定期間の家賃及び共益費をまとめて前払い
することで、その期間中、割引いた家賃等で
お住まいいただけます。家賃等の一時払い制度

※当該制度の対象者は、賃貸借契約をされている個人の契約者のみで、法人の契約者は対象外となります。

≪お問合せ先≫　分譲管理・収納センター（一時払い担当）　03－3347－5037

① 一時払い契約期間を、１年から10年までの１年単位でお選びいただきます。
② 一時払い契約期間に応じた割引率により家賃等が割引かれます。

時
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
日
の
10

時
〜
16
時
の
間
と
な
り
ま
す
）。

こ
の
調
査
で
は
、居
住
期
間
中
の

住
宅
の
汚
損
、毀
損
な
ど
を
も
と

に
、お
客
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く

修
理
費
用
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
契
約
解
除
日
が
平
成
26
年
４

月
１
日
以
降
と
な
る
も
の
は
、修

理
費
負
担
額
に
係
る
消
費
税
相

当
額
を
算
定
す
る
消
費
税
率
は

８
％
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
留
意

く
だ
さ
い
。

３  

鍵
の
返
還

　
入
居
時
に
お
渡
し
し
た
住
宅

等
の
鍵
は
、住
宅
と
と
も
に
お
客

様
に
お
貸
し
し
た
も
の
で
す
。退

去
の
際
は
、当
初
お
渡
し
し
た
す

べ
て
の
鍵
を
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
務

所（
ま
た
は
管
理
連
絡
員
）に
お

返
し
く
だ
さ
い
。当
初
お
渡
し
し

た
鍵
を
１
本
で
も
紛
失
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、そ
の
費
用
を
お
支
払

いい
た
だ
き
ま
す
。な
お
、複
製
さ

れ
た
鍵
は
本
数
に
数
え
ま
せ
ん
。

４ 

お
客
様
が
設
置
し
た
も
の

の
撤
去

　
退
去
の
際
は
、住
宅
や
物
置
等

に
お
客
様
が
設
置
し
た
も
の
は

必
ず
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。集
合

郵
便
受
箱
の
錠
前
も
忘
れ
ず
に

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。網
戸
に
つ

き
ま
し
て
は
、状
態
の
悪
い
も

の
は
お
客
様
に
撤
去
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

５  

敷
金
の
返
還

　
敷
金
は
、お
客
様
に
ご
負
担

い
た
だ
く
修
理
費
用
、敷
金
返

還
の
た
め
の
送
金
手
数
料
等

（
万
一、未
納
の
家
賃
等
が
あ
る

場
合
は
こ
れ
を
含
み
ま
す
）を

控
除
し
た
上
で
、精
算
を
行
い

ま
す
。精
算
額
に
つい
て
は
、契

約
解
除
日
か
ら
21
日
以
内
に

返
還
さ
れ
ま
す（
銀
行
口
座
へ

の
返
金
が
基
本
と
な
り
ま

す
）。た
だ
し
、前
月
分
ま
で
の

家
賃
等
の
収
納
状
況
の
確
認

が
遅
れ
る
場
合
は
、精
算
後
の

敷
金
の
返
還
は
そ
の
期
間
内
に

返
還
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、精
算
額
が
敷
金
を
超

え
る
場
合
は
、退
去
ま
で
に
不

足
分
を
現
金
に
て
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

６  

そ
の
他

　
電
気・水
道・ガ
ス・熱
供
給

等
の
各
事
業
者
に
退
去
の
通

知
を
し
、退
去
日
ま
で
に
使
用

料
金
の
精
算
を
行
って
く
だ
さ

い
。新
聞
等
の
配
達
停
止
と
精

算
も
お
忘
れ
な
く
。

　お住まいの団地の共用灯は、球切れが
発生の都度交換しております。
　球切れ、球の黒化（両端の黒ずみ）また
はフリッカー現象（光のちらつき）にお気づ
きの場合は、管理サービス事務所、住まい
センターまたは住宅管理センター及びク
リーンメイト（清掃作業員）にお声がけくだ
さいますようご協力をお願いいたします。

犬猫の飼育は禁止です 共用灯の球切れについて（お願い）
　
ペッ
ト
共
生
住
宅
を
除
く
団
地
で
は

犬・猫
等
、動
物
飼
育
は
禁
止
で
す
。

　
飼
育
し
て
い
る
方
は
愛
着
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、団
地
の
よ
う
に

大
勢
の
方
が
住
ん
で
い
る
所
で
は
、

動
物
に
対
し
て
恐
怖
、嫌
悪
感
を
お

持
ち
の
方
や
、ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る

方
も
い
らっ
し
ゃい
ま
す
。

　
ま
た
、鳴
き
声
な
ど
で
お
困
り
と

の
苦
情
も
あ
り
ま
す
の
で
、共
同
生

活
の
マ
ナ

ー
を
守
り

犬
・
猫
等

の
飼
育
は

絶
対
に
止

め
て
く
だ

さ
い
。

　

　 

動
物
飼
育
の
禁
止

　
　
第
　
条
　
乙
は

　（
借
主
は
）、賃
貸

　
住
宅
の
あ
る
団
地

　
内
に
お
い
て
、小
鳥

　
及
び
魚
類
以
外
の

　
動
物
を
飼
育
し
て

　
は
な
ら
な
い
。

賃貸借契約第 17 条
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父
子
で
凧
揚
げ

　
松
戸
小
金
原
団
地
に

越
し
て
き
て
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。と
て
も
幸
せ

で
す
。

　
ま
わ
り
に
は
商
店
街

が
あ
り
、自
分
が
生
き
て

き
た
道
が
全
部
小
金
原

団
地
に
あ
り
ま
し
た
。

　
団
地
の
集
会
所
で
は

カ
ラ
オ
ケ
も
し
て
い
ま

す
。団
地
内
は
花
で
き

れ
い
で
す
し
、我
が
家
の

窓
の
外
に
は
１
本
の
大
木

も
あ
り
ま
す
。

　
若
い
頃
の
苦
労
も
小

金
原
団
地
に
越
し
て
き

た
お
陰
で
全
部
良
い
思
い

出
に
な
り
、感
謝
し
て
い

ま
す
。

（
千
葉
県
・
小
金
原
団

地
・
匿
名
希
望
・
72
歳
）

　
お
正
月
の
三
日
、団
地

中
央
の
公
園
で
凧
揚
げ

を
し
て
い
る
父
子
を
見

か
け
ま
し
た
。バ
ス
停
に

行
く
途
中
だ
っ
た
の
で
す

が
、私
は
思
わ
ず
足
を
止

め
見
て
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
お
正
月
の
風

物
詩
だ
っ
た
凧
揚
げ
と

羽
根
つ
き
、今
や
す
っ
か

り
す
た
れ
て
淋
し
い
限

り
で
す
。父
子
の
微
笑
ま

し
い
凧
揚
げ
、ま
る
で
幻

の
風
景
を
見
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
東
京
在
住
の
50
を
過

ぎ
た
息
子
に
は
小
４
の

男
の
子
が
い
る
の
で
す

が
、た
ぶ
ん
父
子
で
凧
揚

げ
な
ど
し
た
こ
と
な
い
で

し
ょ
う
。

　
彼
が
子
ど
も
だ
っ
た

頃
、近
く
の
中
学
校
の
校

庭
で
父
親
と
手
作
り
の

凧
を
揚
げ
て
い
た
姿
が

目
に
浮
か
び
、胸
が
熱
く

なって
し
ま
い
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
・
虹
ヶ
丘
団

地
・
原
邦
子
）

　　

′

　
健
康
の
た
め
に
は
野
菜
を
た
く

さ
ん
食
べ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
わ
れ

ま
す
が
、調
理
法
に
よ
って
は
せ
っ
か

く
の
栄
養
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
。そ
こ
で
栄
養
を
し
っ
か
り
吸

収
す
る
た
め
に
、覚
え
て
お
き
た
い

野
菜
の
食
べ
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ

リ
ウ
ム
、植
物
繊
維
な
ど
が
豊
富
。

と
く
に
皮
と
そ
の
付
近
に
栄
養
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。皮
を
む
く
と
き

は
な
る
べ
く
薄
く
む
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、古
く
な
っ
て
皮
の
下
が
薄

緑
色
に
な
っ
た
も
の
は
体
に
よ
く
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
加
熱
し

て
も
損
失
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す

が
、皮
つ
き
の
ま
ま
丸
ご
と
ゆ
で
た
ほ

う
が
栄
養
を
損
な
い
ま
せ
ん
。

　
免
疫
力
ア
ッ
プ
や
美
肌
効
果
の
高

い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
な
キ
ャ
ベツ
で

　　　

す
が
、キ
ャ
ベ
ツ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
水

に
溶
け
や
す
く
、熱
に
弱
い
の
が
特

徴
。千
切
り
し
て
水
に
さ
ら
し
た
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、栄
養
が
溶
け
出

し
て
し
ま
い
ま
す
。キ
ャベツ
は
切
る

前
に
洗
い
、で
き
る
だ
け
早
く
調
理

を
。熱
を
加
え
る
な
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
溶
け
出
し
て
も
栄
養
を
逃
さ
な

い
ス
ー
プ
や
鍋
物
に
す
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。

　
ダ
イ
コ
ン
は
、ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
な
ど

の
消
化
酵
素
を
多
く
含
み
ま
す
。こ

れ
ら
は
熱
に
弱
い
た
め
、サ
ラ
ダ
に
し

て
食
べ
る
か
、ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
に
す

る
と
効
果
的
。た
だ
し
、発
ガ
ン
抑
制

作
用
な
ど
が
あ
る
辛
味
成
分
の
イ
ソ

チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
分
解
の
ス
ピ
ー

ド
が
早
い
の
で
、ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
は

食
べ
る
直
前
に
す
り
ま
し
ょ
う
。

　
捨
て
て
し
ま
い
が
ち
な
葉
の
部
分

は
鉄
分
、カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
栄
養
豊

富
。ビ
タ
ミ
ン
Ａ
も
多
く
、油
と一緒

に
調
理
す
る
こ
と
で
吸
収
率
が
高

ま
り
ま
す
。細
か
く
切
って
野
菜
炒

め
な
ど
に
す
る
と
いい
で
し
ょ
う
。

　
タ
マ
ネ
ギ
の
辛
み
成
分
で
あ
る
硫

化
ア
リ
ル
に
は
、代
謝
を
促
進
す
る

効
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、水
に
溶

け
や
す
く
、熱
を
加
え
る
と
成
分
が

変
わ
って
し
ま
う
の
で
生
食
が
お
す

す
め
。２
〜
３
分
水
に
さ
ら
し
、調

理
し
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

＊
キ
ャ
ベ
ツ

幸
せ
な
団
地
生
活

＊
ジ
ャ
ガ
イ
モ

＊
ダ
イ
コ
ン

＊
タ
マ
ネ
ギ

＊
ゴ
ボ
ウ

＊
ヤ
マ
イ
モ

暮らしのなかで
知っていると
意外と役立つ
知恵のあれこれ♪

●魚のにおいが手についたとき
魚をさばいたり調理したりすると手
に生ぐさい臭いが付いてしまい、洗っ
てもなかなか取れません。そんなと
きは、アルカリイオン飲料水で洗い
流すと臭いが取れます。
●米のとぎ汁の利用法
お米のとぎ汁で床をふくと光沢がで
ます。これは、米ぬかの成分が床に
膜をつくり、ワックスの効果を果た
すため。自然のものだから体にも安
心です。
●食品用ラップの簡単なはがし方
ラップの端がロールに張り付いて取
りにくくなってしまったら、箱から
ラップを取り出して冷凍庫へ。５～
６分ほど入れておけば、簡単にはが
すことができます。
●浴室の鏡のくもり取り
お風呂に入ると湯気ですぐにくもっ
てしまう浴室の鏡。そんなときは、
石けんやシャンプーを少し手にとっ
て鏡にぬり、その上からお湯をかけ
るとしばらくの間はくもりません。
また、ジャガイモを切って、切り口
を鏡にこすりつけると、ジャガイモ
のでんぷんが、くもり止めの役割を
してくれます。
●石鹸のリサイクル
小さくなった石けんは、いくつかま
とめてリサイクルを。石けんを細か
く切り、ボトル容器に入れて石けん
がひたるくらいの熱湯を注ぎます。
それをシェイクして石けんを溶かし、
冷ませば大きな石鹸のできあがり。
●洋服のテカテカ解消
学生服などがテカテカになったとき
は、酢と水を1対２の割合で混ぜて、
コップ半分位の量の酢水を作ります。
それをタオルに含ませて気になる部
分に軽く塗り、低めの温度でアイロ
ンをかけるとテカテカが消えます。

出典：おばあちゃんの知恵袋　
　　　www.d-rata.co.jp/chie/

＊ご紹介した知恵は条件等により必ずし
も効果を保証するものではありません。

強い抗酸化作用が
あるリコピンは、
オイルをかけて食
べたり加熱すると
吸収率がよくなる

ビタミンAは油で炒める
と吸収率アップ。煮ると
　　　きは植物繊維豊富
　　　　なワタも一緒に

＊トマト

＊カボチャ

＊オクラ
消化を助けるペ
クチンが含まれ、
生のまま刻んで
食べると効果的。
固い場合はサッ
　とゆでて

ま
た
硫
化
ア
リ
ル
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１

の
吸
収
を
促
進
す
る
の
で
、ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
が
豊
富
な
豚
肉
と一
緒
に
食
べ

る
の
も
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　一方
で
、タ
マ
ネ
ギ
を
酸
化
さ
せ
た

り
加
熱
す
る
こ
と
で
現
わ
れ
る
ト
リ

ス
ル
フ
ィ
ド
は
、血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。こ
の
栄
養

を
摂
り
た
け
れ
ば
加
熱
す
る
か
、サ

ラ
ダ
な
ら
少
し
時
間
を
お
い
て
か
ら

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ボ
ウ
に
は
腸
内
環
境
を
整
え
る

植
物
繊
維
が
豊
富
。栄
養
は
皮
や

そ
の
付
近
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、タ
ワ
シ
で
泥
を
落
と
す
か
、包
丁

の
背
を
使
って
皮
を
軽
く
こ
そ
ぐ
程

度
に
し
ま
し
ょ
う
。動
脈
硬
化
を
予

防
す
る
リ
グ
ニ
ン
と
い
う
植
物
繊
維

は
、空
気
に
触
れ
る
と
成
分
が
増
え

る
の
で
、さ
さ
が
き
の
よ
う
に
断
面

の
多
い
切
り
方
が
お
す
す
め
で
す
。

　
ま
た
、ゴ
ボ
ウ
特
有
の
ア
ク
の
正

体
は
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フェ

ノ
ー
ル
で
す
。水
に
浸
す
と
そ
の
成

分
が
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、ア
ク
抜

き
を
す
る
な
ら
短
時
間
で
。

　
栄
養
価
の
高
い
ヤ
マ
イ
モ
は
す
り

お
ろ
す
こ
と
で
消
化
酵
素
の
働
き
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。ネ
バ
ネ

バ
成
分
に
豊
富
な
ム
チ
ン
は
滋
養
強

壮
や
美
肌
に
効
果
が
あ
る
の
で
、と

ろ
ろ
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。



第205号　平成26年2月発行（隔月刊） 82014年・2月号

けやき台団地（東京都立川市） 1月28日

　 ▲もちつき

◀文化祭

　
昭
和
41
年
に
入
居
を
開

始
し
た
歴
史
あ
る
け
や
き

台
団
地
。
こ
こ
で
は
自
治

会
の
主
催
で
、
立
川
市
奇

術
愛
好
会
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
名
の
愛
好
家
に
よ

る
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
は
笑

い
あ
り
、
驚
き
あ
り
の
連

続
。
あ
っ
と
い
う
間
の
楽

し
い
１
時
間
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
隣
の

部
屋
で
健
康
麻
雀
も
開
催

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
満
席
と

な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
け
や
き
台
団
地
で
は
、

菅田小生徒による
ソーラン踊り▶
鼓笛隊の演奏▼
当日は天候にも
恵まれました

読者の投稿写真

千葉県・アートヒル高根台  
斉藤光夫（74歳）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
で
池
の
小
枝
に
止

ま
っ
て
小
魚
を
狙
う
カ
ワ
セ
ミ
に
出
逢
い

ま
し
た
。
く
ち
ば
し
は
鋭
く
て
長
大
、
体

の
上
面
は
暗
緑
青
色
、
背
、
腰
は
空
色
で

「
空
と
ぶ
宝
石
」
と
も
い
わ
れ
る
美
し
さ
に

感
動
。
一
瞬
を
カ
メ
ラ
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

西菅田団地（神奈川県横浜市） 1月12日
賀詞交歓会＆文化祭開催

　
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く

な
っ
た
１
月
12
日
（
日
）、
横

浜
市
神
奈
川
区
の
西
菅
田
団

地
で
は
、自
治
会
主
催
の
「
平

成
26
年
賀
詞
交
歓
会
＆
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
世
代
参
加
に
よ
る
「
も

ち
つ
き
」、
菅
田
小
学
校
生
徒

に
よ
る「
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」「
鼓

笛
隊
演
奏
」
も
披
露
さ
れ
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
集
会
所
で
は
、「
文
化

祭
」
と
し
て
、
手
芸
、
裁
縫
、

生
け
花
、
絵
画
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
な
ど
の
作
品
展
示
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

ギャラクシティ　  東京都足立区
 

バランス感覚を養う3階建てのネット遊具 「ものづくりガレージ」でアイデア工作

「たくましく生き抜く力を育む」を基本理念に、
2013 年 4 月リニューアルオープンした子ども
のためのエデュテインメント（教育＋娯楽）施設。
館内にはボルダリングが楽しめる「クライミン
グぱーく」や国内最大級のネット遊具「スペー
スあすれちっく」をはじめ、床や壁に映し出さ
れた映像を自分の体でコントロールする「デジ
タルきゃんばす」、直径 23m の大型ドームを備
えたプラネタリウム「まるちたいけんドーム」
など、さまざまな遊びを満喫できる設備が揃っ
ています。週末を中心に工作や実験、クッキン
グなどの体験プログラムも行われ、子どもの夢
やチャレンジ精神を育む工夫がいっぱい！　大
人が利用できる施設や時間帯もあり、子どもだ
けでなく大人もワクワクできるスポットです。
◆所在地：足立区栗原1-3-1
◆問い合せ：☎03-5242-8161
◆開館時間：9 時～ 21時30分（子ども体験エリ
　　　　　  アは18時まで。プラネタリウムの投   
                 影時間はHPをご確認ください）
◆休館日：第2月曜（月曜が祝日の場合は翌日）
             ＊８月は無休。1、3、9月に連続休館あり
◆入場料：無料（プラネタリウム小中高生100円、
　　　　   大人 500 円、体験イベントは内容に
　　　　 よって材料費や受講費が必要）
◆URL： http://www.galaxcity.jp

▲西新井駅から徒歩約3分
◀高さ 3m、長さ 10m の本
格的なクライミングウォール

「カワセミ」

新春マジックショーで初笑い

新しい年を迎え、多
くの団地ではさま
ざまな新春イベン
トが開催されていま

す。その中から、けやき台団地と西菅田
団地の賑やかなイベントを紹介します。

こ
の
ほ
か
に
も
体
操
、
歌
、

囲
碁
・
将
棋
、
も
の
づ
く

り
な
ど
、
ほ
ぼ
毎
日
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
教
訓
か
ら
、
住
民

同
士
の
絆
を
よ
り
深
め
る

た
め
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
お
助
け
隊
」
や
、
子

ど
も
た
ち
に
勉
強
を
教
え

る
「
け
や
き
塾
」
な
ど
、

団
地
ぐ
る
み
で
助
け
合
い

の
精
神
を
育
て
て
い
ま
す
。

▲多彩なマジッ
クが披露される
たびに拍手喝采
▶週 3 回行わ
れている健康麻
雀も大人気！


